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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

※ あてはまる□を☑または■で選択してください。 

 

 １．学校概要  

 

学校名   豊橋市立岩西小学校                    

  種 別 □保育園・幼稚園  ■小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒４４０－０８４１ 

       豊橋市西口町字西ノ口２５番地の４               

  E-mail  iwanishi-e@toyohashi.ed.jp                   

  Website  http://www.iwanishi-e@toyohashi.ed.jp           

  児童生徒数  男子 ２４８名   女子 ２５８名  合計 ５０６名 

        児童・生徒の年齢 ６歳～ １２歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 □ 世界遺産 

■ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

■ 防災 

□ 食育 

■ 伝統文化 

■ そのほか（地域連携活動） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

 

①  ＥＳＤの視点で、学校全体で取り組み、地域の豊かさとみつけようと地域

を題材とした各学年の単元で人・もの・自然とすすんで関わり、社会に対す

るかかわりをもてるような教育活動を展開してきた。昔遊びや七夕飾りづく

り、野菜づくり、ヤゴ取りなど校区探検やキャリア教育での協力を得ている。 

学校行事では「地域防災訓練」、「ＴＮＰ会議」（小中学生と地域の大人たち

がよりよい校区にするために何ができるかを話し合う）、「あいさつ運動」（小

中学生や地域の大人が登校時に活動）、「特別支援学校交流」（隣接している支

援学校小学部のふれあい）、「地域へのお祭りへの主体的活動」（和太鼓演奏な

ど）、「感謝の会」（児童が地域の方へ感謝の気持ちを表す）など地域の方の協

力があり、継続的な学習ができた。 

 

②  総合的な学習や生活科と教科・領域を横断的につなぐＥＳＤカレンダーを

つくり、どんな力を育みたいのか、どんな題材や教材を使って、体験や言語

活動をするのかを明らかにしてきた。発問を引き出し、対話を進め、協働す

る場面が意図的につくることができた。 

各学年で教育課程を見直しながらＥＳＤ教育活動が浸透させてきた。また、

学校と地域が協力しながら学習や取材活動ができた。授業の支援活動や交通

安全ボランティアなど多方面にわたって協力していただき、円滑に教育活動

が実施できた。夏季には、地域教育ボランティアコーディネーター（校区自

治会副会長）と校長が「子どもの学びと家庭・地域の絆を紡ぐ」と題し、豊

橋市小中学校の担当者に本校の取り組みや体制を発信する機会を得た。今後

も地域のＳＤ（持続発展）のために課題解決にむけて、人の行動変容を支え

るサイクル（知るー考えるー気づくー行動する）が回っていくようにベスト

を尽くしていく。 

 

③  子ども見守り隊、図書館整備、読み聞かせ、国際放課後教室、プール指導、

サマーフェスタ＆バザーなどの分野で年間延べ 1500 名を越えるボランティ

アの方々の協力をいただいてきた。 

   地域や社会に対する関心を高めるために、平和・公正さ・人間の尊厳・多

文化共生・有限性・循環などの価値観を共有するような日々の教育活動を充

実させている。地域のステキな人、地域のステキな自然、地域のステキなも

のを発見し、大切に思い、「わたしもこうなりたい、こうしたい」という心を

育て、未来への責任感を育んでいく。 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


